
     　　 　　　 　　　

千円

人

千円

千円

千円

事務事業評価シート

整理番号

［平成２２年度事後評価］

１．事業の概要（PLAN)

所属長 青木敏雄所　属 生涯学習課

平成24年1月4日記入日

中項目

大項目（節）

1000405 家庭教育学級設置事業

生涯を通じて学習する環境づくり

生涯学習

総合計画
における
位置づけ

基本目標（章）

小項目（施策）

豊かなこころをはぐくむまちづくり

学習機会と内容の充実

事 業 名

非常勤職員報酬

308

0.0

308人件費           　　　　※ 175

２．事務事業の目的（DO)

家庭という生活環境の中で，親が責任を持って子供に向かい合う教育であり，人
格形成の基礎作りを学び各自の教養を高めながら明るい家庭作りの基礎を作
り，子どもを通して親の在り方を考え実践化を図る。

平成２２年５月～平成２３年３月までの年間２０時間。全体指導（階級式・閉級式
に出席）は，生涯学習課で行い，学習内容についての計画等は各小・中学校で
立案する。

家庭教育の意義･重要性を深く認識し，家庭教育の見直しをする機会とし，心身
ともに健全な児童育成のための家庭教育つくりに役立てる。

３．経費（DO)

単位
23年度

成　果
（どのような成果を
　　　　　　得るために）

※1人当たり平均人件費7,000千円で積算

従事職員数

対　象
（誰を何を対象として）

町内小学校５校・中学校２校の１年生保護者を対象

意　図
（何を目指して
　　　　　　　いるのか）

手　段
（どのようなやり方で）

計画

21年度

実績 計画 実績

22年度

事業費合計

213 308 173

0.0 0.0 0.0

210 308

直接経費

423 616 348 616

その他

事業概要
人格形成の基礎作り（◆基本的な生活習慣・生活能力◆人に対する信頼感◆豊かな情操
◆思いやりの心･善悪の判断◆自立心や自制心◆社会的なマナー等）

区分

根拠法令
　　　　　等

自治事務　 法定受託事務



５．評価（CHECK)

６．今後の方向性（ACTION)

　　現状のまま継続　

　　見直しの上で継続 　  拡充又は重点化　　  手段等の改善　

　　終期の設定 　  効率化　　　　　　 　　 簡素化・縮小　

　　終了 （平成23年度に終了予定） 　  統合化　　　　 　　　　 その他　

　　休止

　　廃止

［今後の方向性についての具体的な考え方等］

有効性

（事業の実施により目的がどれだけ達成されているか。）

　　達成されている　　　　　　　　　　　　　　　　ほぼ達成されている

　　あまり達成されていない　　　　 　　　 　　達成されていない

　  事業の進め方に改善が必要

　  事業の抜本的見直しや廃止が必要　

　  計画どおり事業を進めることが適当　　　　　　　　　　　　　　　　　

妥当性

（実施主体の妥当性を評価し、目的達成のための実施手法が妥当であるか。）

　　妥当である　　　　　　　　　　　　　　 　　ほぼ妥当である　

　　あまり妥当でない　　　　　　　　　　 　　妥当でない　

　区分

対象指標

実績

22年度 23年度

４．指標・実績（CHECK)

単位

指標３

指標１

計画

21年度

実績 計画

活動指標

指標１

成果指標

指標２

指標３

指標２

指標３

指標１

指標２

項目別
評価

必要性

（時代適応性、公共性、廃止の影響等を鑑みて事業が必要であるか。）

効率性

（どれだけ経費を掛けて、どれだけ事業が実施できたか。）

　　ほぼ効率的である

　　効率性が低い　

　　効率的である　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　やや効率性が低い　　　　　　　　　　　　　　

　　ほぼ必要である　

今後の
方向性

学校の事業と（授業参観等）同じ日に設定するなど，保護者が出席できるような
環境整備をしている。

総合評価
　  事業規模や内容の見直しが必要　　　　　　　　　　　　　　

事業を取りまく
社会環境の状況

これまでの見直しや
改善等の経過

保護者の働き方が変化し，母親の就業が増え平日に時間を割いて出席するの
が困難になってきているが，各学校で参加できるような工夫をしている。

　　必要でない　

　　必要である　　　　　　　　　　　　　　

　　あまり必要でない　　　　　　　　　　



     　　 　　　 　　　

千円

人

千円

千円

千円

区分

根拠法令
　　　　　等

自治事務　 法定受託事務 その他

文化財保護法　境町文化財保護条例　同施行規則

事業概要 文化財の調査　文化財の町指定

1,604 1,391 824 1,912事業費合計

1,604 1,083 649

0.0 0.0 0.0

0 308

直接経費

計画

21年度

実績 計画 実績

22年度

対　象
（誰を何を対象として）

文化財一般

意　図
（何を目指して
　　　　　　　いるのか）

手　段
（どのようなやり方で）

成　果
（どのような成果を
　　　　　　得るために）

※1人当たり平均人件費7,000千円で積算

従事職員数

２．事務事業の目的（DO)

文化財の保護

調査　町指定　修繕への補助

大切な文化財の子孫への継承

３．経費（DO)

単位
23年度

事 業 名

非常勤職員報酬

1,604

0.0

308人件費           　　　　※ 175

総合計画
における
位置づけ

基本目標（章）

小項目（施策）

豊かなこころをはぐくむまちづくり

文化財伝統文化の保全，継承

平成24年1月7日記入日

中項目

大項目（節）

1000515 文化財保護事業

個性豊かな地域文化づくり

芸術文化

事務事業評価シート

整理番号

［平成２２年度事後評価］

１．事業の概要（PLAN)

所属長 青木敏雄所　属 生涯学習課



件

箇所

件

件

件

５．評価（CHECK)

６．今後の方向性（ACTION)

　　現状のまま継続　

　　見直しの上で継続 　  拡充又は重点化　　  手段等の改善　

　　終期の設定 　  効率化　　　　　　 　　 簡素化・縮小　

　　終了 （平成23年度に終了予定） 　  統合化　　　　 　　　　 その他　

　　休止

　　廃止

［今後の方向性についての具体的な考え方等］

事業を取りまく
社会環境の状況

これまでの見直しや
改善等の経過

住宅建築が増え、埋蔵文化財の照会件数が増大している。

　　必要でない　

　　必要である　　　　　　　　　　　　　　

　　あまり必要でない　　　　　　　　　　

埋蔵文化財の試掘調査などについては、県から指導員を派遣していただいて対応しているが県西地区
の指導員は、1名であり開発件数が増加すれば対応できず事務処理に支障がでるため専門職員の配置
が必要である。

今後の
方向性

文化財保護行政については、県から埋蔵文化財の調査用件として専門職の
配置を指導されているが現在を配置されていない。

総合評価
　  事業規模や内容の見直しが必要　　　　　　　　　　　　　　

項目別
評価

必要性

（時代適応性、公共性、廃止の影響等を鑑みて事業が必要であるか。）

効率性

（どれだけ経費を掛けて、どれだけ事業が実施できたか。）

　　ほぼ効率的である

　　効率性が低い　

　　効率的である　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　やや効率性が低い　　　　　　　　　　　　　　

　　ほぼ必要である　

17 17 17 17

00 0 0

0 4 5 20

54 54 54 54

4 0 19 0埋蔵文化財照会件数

埋蔵文化財包蔵地数

指標１

指標２

活動指標

指標１

成果指標

指標２

指標３

指標２

指標３

指定文化財指定数

試掘調査数

発掘調査件数

指標３

指標１

計画

21年度

実績 計画

対象指標

実績

22年度 23年度

４．指標・実績（CHECK)

単位　区分

妥当性

（実施主体の妥当性を評価し、目的達成のための実施手法が妥当であるか。）

　　妥当である　　　　　　　　　　　　　　 　　ほぼ妥当である　

　　あまり妥当でない　　　　　　　　　　 　　妥当でない　

有効性

（事業の実施により目的がどれだけ達成されているか。）

　　達成されている　　　　　　　　　　　　　　　　ほぼ達成されている

　　あまり達成されていない　　　　 　　　 　　達成されていない

　  事業の進め方に改善が必要

　  事業の抜本的見直しや廃止が必要　

　  計画どおり事業を進めることが適当　　　　　　　　　　　　　　　　　



     　　 　　　 　　　

千円

人

千円

千円

千円

区分

根拠法令
　　　　　等

自治事務　 法定受託事務 その他

境町民体育館の設置及び管理に関する条例（昭和50年3月28日条例第8号）
境町民体育館管理運営規則（昭和50年4月24日規則第1号）

事業概要 町民の体育及び文化の普及振興を図り，町民の福祉の向上に寄与する

11,957 12,500 11,919 12,500事業費合計

6,703 7,245 6,685

0.5 0.5 0.5

3,500 3,500

直接経費

計画

21年度

実績 計画 実績

22年度

対　象
（誰を何を対象として）

体育協会所属の各部，スポーツ少年団，各種団体

意　図
（何を目指して
　　　　　　　いるのか）

手　段
（どのようなやり方で）

成　果
（どのような成果を
　　　　　　得るために）

1,755

※1人当たり平均人件費7,000千円で積算

従事職員数

２．事務事業の目的（DO)

各種団体，指導者の育成

各種大会を実施

スポーツに対する認識と技術強化を図る

３．経費（DO)

単位
23年度

事 業 名

非常勤職員報酬

7,245

0.5

3,500

1,754 1,755 1,734

人件費           　　　　※ 3,500

総合計画
における
位置づけ

基本目標（章）

小項目（施策）

豊かなこころをはぐくむまちづくり

各種大会，イベントの開催

平成23年12月22日記入日

中項目

大項目（節）

1000442 体育館管理運営事業

生涯を通じて学習する環境づくり

スポーツ・レクリエーション

事務事業評価シート

整理番号

［平成２２年度事後評価］

１．事業の概要（PLAN)

所属長 青木敏雄所　属 生涯学習課



人

団体

人

５．評価（CHECK)

６．今後の方向性（ACTION)

　　現状のまま継続　

　　見直しの上で継続 　  拡充又は重点化　　  手段等の改善　

　　終期の設定 　  効率化　　　　　　 　　 簡素化・縮小　

　　終了 （平成23年度に終了予定） 　  統合化　　　　 　　　　 その他　

　　休止

　　廃止

［今後の方向性についての具体的な考え方等］

事業を取りまく
社会環境の状況

これまでの見直しや
改善等の経過

施設の老朽化に伴い適正な管理や修繕が必要となっている

　　必要でない　

　　必要である　　　　　　　　　　　　　　

　　あまり必要でない　　　　　　　　　　

施設の老朽化に伴い修繕工事が必要である

今後の
方向性

武道館屋根雨漏修繕工事及び外壁修繕工事を実施

総合評価
　  事業規模や内容の見直しが必要　　　　　　　　　　　　　　

項目別
評価

必要性

（時代適応性、公共性、廃止の影響等を鑑みて事業が必要であるか。）

効率性

（どれだけ経費を掛けて、どれだけ事業が実施できたか。）

　　ほぼ効率的である

　　効率性が低い　

　　効率的である　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　やや効率性が低い　　　　　　　　　　　　　　

　　ほぼ必要である　

18,00020,697 21,000 17,744

3 3 3 3

25,680 25,680 25,523 25,523境町の常住人口指標１

指標２

活動指標

指標１

成果指標

指標２

指標３

指標２

指標３

登録団体数

使用者の延べ人数

指標３

指標１

計画

21年度

実績 計画

対象指標

実績

22年度 23年度

４．指標・実績（CHECK)

単位　区分

妥当性

（実施主体の妥当性を評価し、目的達成のための実施手法が妥当であるか。）

　　妥当である　　　　　　　　　　　　　　 　　ほぼ妥当である　

　　あまり妥当でない　　　　　　　　　　 　　妥当でない　

有効性

（事業の実施により目的がどれだけ達成されているか。）

　　達成されている　　　　　　　　　　　　　　　　ほぼ達成されている

　　あまり達成されていない　　　　 　　　 　　達成されていない

　  事業の進め方に改善が必要

　  事業の抜本的見直しや廃止が必要　

　  計画どおり事業を進めることが適当　　　　　　　　　　　　　　　　　



     　　 　　　 　　　

千円

人

千円

千円

千円

事務事業評価シート

整理番号

［平成２２年度事後評価］

１．事業の概要（PLAN)

所属長 青木敏雄所　属 生涯学習課

平成23年12月22日記入日

中項目

大項目（節）

1000443 武道館管理運営事業

生涯を通じて学習する環境づくり

スポーツ・レクリエーション

総合計画
における
位置づけ

基本目標（章）

小項目（施策）

豊かなこころをはぐくむまちづくり

各種大会，イベントの開催

事 業 名

非常勤職員報酬

1,910

0.5

3,500

309 310 306

人件費           　　　　※ 3,500

２．事務事業の目的（DO)

各種団体，指導者の育成

各種大会を実施

スポーツに対する認識と技術強化を図る

３．経費（DO)

単位
23年度

成　果
（どのような成果を
　　　　　　得るために）

310

※1人当たり平均人件費7,000千円で積算

従事職員数

対　象
（誰を何を対象として）

体育協会所属の各部，スポーツ少年団，各種団体

意　図
（何を目指して
　　　　　　　いるのか）

手　段
（どのようなやり方で）

計画

21年度

実績 計画 実績

22年度

事業費合計

1,482 1,930 1,532

0.5 0.5 0.5

3,500 3,500

直接経費

5,291 5,740 5,338 5,720

その他

境町立武道館の設置及び管理に関する条例（昭和51年12月24日条例第28号）
境町立武道館管理運営規則（昭和51年12月24日規則第17号）

事業概要 町民の体育の普及振興を図り，町民の体力の向上に寄与する

区分

根拠法令
　　　　　等

自治事務　 法定受託事務



人

団体

人

５．評価（CHECK)

６．今後の方向性（ACTION)

　　現状のまま継続　

　　見直しの上で継続 　  拡充又は重点化　　  手段等の改善　

　　終期の設定 　  効率化　　　　　　 　　 簡素化・縮小　

　　終了 （平成23年度に終了予定） 　  統合化　　　　 　　　　 その他　

　　休止

　　廃止

［今後の方向性についての具体的な考え方等］

有効性

（事業の実施により目的がどれだけ達成されているか。）

　　達成されている　　　　　　　　　　　　　　　　ほぼ達成されている

　　あまり達成されていない　　　　 　　　 　　達成されていない

　  事業の進め方に改善が必要

　  事業の抜本的見直しや廃止が必要　

　  計画どおり事業を進めることが適当　　　　　　　　　　　　　　　　　

妥当性

（実施主体の妥当性を評価し、目的達成のための実施手法が妥当であるか。）

　　妥当である　　　　　　　　　　　　　　 　　ほぼ妥当である　

　　あまり妥当でない　　　　　　　　　　 　　妥当でない　

　区分

対象指標

実績

22年度 23年度

４．指標・実績（CHECK)

単位

指標３

指標１

計画

21年度

実績 計画

登録団体数

使用者の延べ人数

活動指標

指標１

成果指標

指標２

指標３

指標２

指標３

境町の常住人口指標１

指標２

25,680 25,680 25,523 25,523

3 3 3 3

21,00020,697 21,000 20,485

項目別
評価

必要性

（時代適応性、公共性、廃止の影響等を鑑みて事業が必要であるか。）

効率性

（どれだけ経費を掛けて、どれだけ事業が実施できたか。）

　　ほぼ効率的である

　　効率性が低い　

　　効率的である　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　やや効率性が低い　　　　　　　　　　　　　　

　　ほぼ必要である　

施設の老朽化に伴い修繕工事が必要である

今後の
方向性

武道館屋根雨漏修繕工事及び外壁修繕工事を実施

総合評価
　  事業規模や内容の見直しが必要　　　　　　　　　　　　　　

事業を取りまく
社会環境の状況

これまでの見直しや
改善等の経過

施設の老朽化に伴い適正な管理や修繕が必要となっている

　　必要でない　

　　必要である　　　　　　　　　　　　　　

　　あまり必要でない　　　　　　　　　　



     　　 　　　 　　　

千円

人

千円

千円

千円

事務事業評価シート

整理番号

［平成２２年度事後評価］

１．事業の概要（PLAN)

所属長 橋本健一所　属 総務課

平成23年12月22日記入日

中項目

大項目（節）

1000028 町民祭運営事業

生涯を通じて学習する環境づくり

スポーツ・レクリエーション

総合計画
における
位置づけ

基本目標（章）

小項目（施策）

豊かなこころをはぐくむまちづくり

各種大会，イベントの開催

事 業 名

非常勤職員報酬

2,720

0人件費           　　　　※ 0

２．事務事業の目的（DO)

レクリエーションや文化活動の活性化。

町民運動会，農産物即売会，文化展等の企画運営。

文化活動の活性化，仲間意識の醸成。

３．経費（DO)

単位
23年度

成　果
（どのような成果を
　　　　　　得るために）

※1人当たり平均人件費7,000千円で積算

従事職員数

対　象
（誰を何を対象として）

町民全員

意　図
（何を目指して
　　　　　　　いるのか）

手　段
（どのようなやり方で）

計画

21年度

実績 計画 実績

22年度

事業費合計

2,720 1,500 1,500

0 0

直接経費

2,720 1,500 1,500 2,720

その他

事業概要
町民全員が参加する事が出来る健康増進とリクエーション，及び行政区内の仲間意識の醸
成とを目的にしています。また，同じくして，町民の生涯学習活動での文化活動の発表の場
の提供をしています。

区分

根拠法令
　　　　　等

自治事務　 法定受託事務



５．評価（CHECK)

６．今後の方向性（ACTION)

　　現状のまま継続　

　　見直しの上で継続 　  拡充又は重点化　　  手段等の改善　

　　終期の設定 　  効率化　　　　　　 　　 簡素化・縮小　

　　終了 （平成23年度に終了予定） 　  統合化　　　　 　　　　 その他　

　　休止

　　廃止

［今後の方向性についての具体的な考え方等］

有効性

（事業の実施により目的がどれだけ達成されているか。）

　　達成されている　　　　　　　　　　　　　　　　ほぼ達成されている

　　あまり達成されていない　　　　 　　　 　　達成されていない

　  事業の進め方に改善が必要

　  事業の抜本的見直しや廃止が必要　

　  計画どおり事業を進めることが適当　　　　　　　　　　　　　　　　　

妥当性

（実施主体の妥当性を評価し、目的達成のための実施手法が妥当であるか。）

　　妥当である　　　　　　　　　　　　　　 　　ほぼ妥当である　

　　あまり妥当でない　　　　　　　　　　 　　妥当でない　

　区分

対象指標

実績

22年度 23年度

４．指標・実績（CHECK)

単位

指標３

指標１

計画

21年度

実績 計画

活動指標

指標１

成果指標

指標２

指標３

指標２

指標３

指標１

指標２

項目別
評価

必要性

（時代適応性、公共性、廃止の影響等を鑑みて事業が必要であるか。）

効率性

（どれだけ経費を掛けて、どれだけ事業が実施できたか。）

　　ほぼ効率的である

　　効率性が低い　

　　効率的である　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　やや効率性が低い　　　　　　　　　　　　　　

　　ほぼ必要である　

地域資源の活用した産業の紹介，体育を通じた健康増進の発揚を行う。

今後の
方向性

総合評価
　  事業規模や内容の見直しが必要　　　　　　　　　　　　　　

事業を取りまく
社会環境の状況

これまでの見直しや
改善等の経過

新住民や核家族化が進み行政区活動に参画しない人や，行政活動に関心が薄
い町民をどう取り込んでいくか考え無ければならない。

　　必要でない　

　　必要である　　　　　　　　　　　　　　

　　あまり必要でない　　　　　　　　　　



     　　 　　　 　　　

千円

人

千円

千円

千円

事務事業評価シート

整理番号

［平成２２年度事後評価］

１．事業の概要（PLAN)

所属長 染谷卓勇所　属 学校教育課

平成24年1月17日記入日

中項目

大項目（節）

1000350 事務局事務事業

心豊かな人間性を育む教育環境づくり

義務教育

総合計画
における
位置づけ

基本目標（章）

小項目（施策）

豊かなこころをはぐくむまちづくり

教育環境の充実

事 業 名

非常勤職員報酬

25,338

0人件費           　　　　※ 0

２．事務事業の目的（DO)

学校バス運転手賃金，事務用品の購入，公用車の維持費等

３．経費（DO)

単位
23年度

成　果
（どのような成果を
　　　　　　得るために）

※1人当たり平均人件費7,000千円で積算

従事職員数

対　象
（誰を何を対象として）

　

意　図
（何を目指して
　　　　　　　いるのか）

手　段
（どのようなやり方で）

計画

21年度

実績 計画 実績

22年度

事業費合計

25,338 17,302 16,693

0 0

直接経費

25,338 17,302 16,693 25,338

その他

事業概要 学校教育に関する事務の推進

区分

根拠法令
　　　　　等

自治事務　 法定受託事務



５．評価（CHECK)

６．今後の方向性（ACTION)

　　現状のまま継続　

　　見直しの上で継続 　  拡充又は重点化　　  手段等の改善　

　　終期の設定 　  効率化　　　　　　 　　 簡素化・縮小　

　　終了 （平成23年度に終了予定） 　  統合化　　　　 　　　　 その他　

　　休止

　　廃止

［今後の方向性についての具体的な考え方等］

有効性

（事業の実施により目的がどれだけ達成されているか。）

　　達成されている　　　　　　　　　　　　　　　　ほぼ達成されている

　　あまり達成されていない　　　　 　　　 　　達成されていない

　  事業の進め方に改善が必要

　  事業の抜本的見直しや廃止が必要　

　  計画どおり事業を進めることが適当　　　　　　　　　　　　　　　　　

妥当性

（実施主体の妥当性を評価し、目的達成のための実施手法が妥当であるか。）

　　妥当である　　　　　　　　　　　　　　 　　ほぼ妥当である　

　　あまり妥当でない　　　　　　　　　　 　　妥当でない　

　区分

対象指標

実績

22年度 23年度

４．指標・実績（CHECK)

単位

指標３

指標１

計画

21年度

実績 計画

活動指標

指標１

成果指標

指標２

指標３

指標２

指標３

指標１

指標２

項目別
評価

必要性

（時代適応性、公共性、廃止の影響等を鑑みて事業が必要であるか。）

効率性

（どれだけ経費を掛けて、どれだけ事業が実施できたか。）

　　ほぼ効率的である

　　効率性が低い　

　　効率的である　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　やや効率性が低い　　　　　　　　　　　　　　

　　ほぼ必要である　

今後の
方向性

総合評価
　  事業規模や内容の見直しが必要　　　　　　　　　　　　　　

事業を取りまく
社会環境の状況

これまでの見直しや
改善等の経過

　　必要でない　

　　必要である　　　　　　　　　　　　　　

　　あまり必要でない　　　　　　　　　　



     　　 　　　 　　　

千円

人

千円

千円

千円

区分

根拠法令
　　　　　等

自治事務　 法定受託事務 その他

事業概要
英語を通じて異なる文化にふれることにより，コミュニケーションを図ろうとする態度や豊かな
国際感覚を養い国際理解の精神を深めていく。

18,435 18,435 18,076 18,435事業費合計

18,435 18,435 18,076

0 0

直接経費

計画

21年度

実績 計画 実績

22年度

対　象
（誰を何を対象として）

小学校は外国人講師3名により全学年を対象に週1回の授業
中学校は外国人講師1名により全学年を対象に授業

意　図
（何を目指して
　　　　　　　いるのか）

手　段
（どのようなやり方で）

成　果
（どのような成果を
　　　　　　得るために）

※1人当たり平均人件費7,000千円で積算

従事職員数

２．事務事業の目的（DO)

英語を通じて異なる文化にふれることにより，コミュニケーションを図ろうとする態
度や豊かな国際感覚を養い国際理解の精神を深めていく。

委託業務により外国人講師が小中学校で各学年に応じた町独自のカリキュラム
で語学指導を行う。

３．経費（DO)

単位
23年度

事 業 名

非常勤職員報酬

18,435

0人件費           　　　　※ 0

総合計画
における
位置づけ

基本目標（章）

小項目（施策）

豊かなこころをはぐくむまちづくり

教育内容の充実

平成24年1月17日記入日

中項目

大項目（節）

1000351 語学指導事業

心豊かな人間性を育む教育環境づくり

義務教育

事務事業評価シート

整理番号

［平成２２年度事後評価］

１．事業の概要（PLAN)

所属長 染谷卓勇所　属 学校教育課



５．評価（CHECK)

６．今後の方向性（ACTION)

　　現状のまま継続　

　　見直しの上で継続 　  拡充又は重点化　　  手段等の改善　

　　終期の設定 　  効率化　　　　　　 　　 簡素化・縮小　

　　終了 （平成23年度に終了予定） 　  統合化　　　　 　　　　 その他　

　　休止

　　廃止

［今後の方向性についての具体的な考え方等］

事業を取りまく
社会環境の状況

これまでの見直しや
改善等の経過

　　必要でない　

　　必要である　　　　　　　　　　　　　　

　　あまり必要でない　　　　　　　　　　

今後の
方向性

総合評価
　  事業規模や内容の見直しが必要　　　　　　　　　　　　　　

項目別
評価

必要性

（時代適応性、公共性、廃止の影響等を鑑みて事業が必要であるか。）

効率性

（どれだけ経費を掛けて、どれだけ事業が実施できたか。）

　　ほぼ効率的である

　　効率性が低い　

　　効率的である　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　やや効率性が低い　　　　　　　　　　　　　　

　　ほぼ必要である　

指標１

指標２

活動指標

指標１

成果指標

指標２

指標３

指標２

指標３

指標３

指標１

計画

21年度

実績 計画

対象指標

実績

22年度 23年度

４．指標・実績（CHECK)

単位　区分

妥当性

（実施主体の妥当性を評価し、目的達成のための実施手法が妥当であるか。）

　　妥当である　　　　　　　　　　　　　　 　　ほぼ妥当である　

　　あまり妥当でない　　　　　　　　　　 　　妥当でない　

有効性

（事業の実施により目的がどれだけ達成されているか。）

　　達成されている　　　　　　　　　　　　　　　　ほぼ達成されている

　　あまり達成されていない　　　　 　　　 　　達成されていない

　  事業の進め方に改善が必要

　  事業の抜本的見直しや廃止が必要　

　  計画どおり事業を進めることが適当　　　　　　　　　　　　　　　　　



     　　 　　　 　　　

千円

人

千円

千円

千円

事務事業評価シート

整理番号

［平成２２年度事後評価］

１．事業の概要（PLAN)

所属長 染谷卓勇所　属 学校教育課

平成24年1月17日記入日

中項目

大項目（節）

1000353 生徒指導員設置事業

心豊かな人間性を育む教育環境づくり

義務教育

総合計画
における
位置づけ

基本目標（章）

小項目（施策）

豊かなこころをはぐくむまちづくり

教育内容の充実

事 業 名

非常勤職員報酬

1,584

0人件費           　　　　※ 0

２．事務事業の目的（DO)

学校教育上の生徒指導に対応する教育相談

指導員を設置して教育相談専用電話応対や面接を行う

３．経費（DO)

単位
23年度

成　果
（どのような成果を
　　　　　　得るために）

※1人当たり平均人件費7,000千円で積算

従事職員数

対　象
（誰を何を対象として）

先生並びに保護者

意　図
（何を目指して
　　　　　　　いるのか）

手　段
（どのようなやり方で）

計画

21年度

実績 計画 実績

22年度

事業費合計

1,584 1,584 1,496

0 0

直接経費

1,584 1,584 1,496 1,584

その他

事業概要
教育相談専用電話や面接により児童生徒に関する先生並びに保護者から悩みや苦情等の
相談を受ける。

区分

根拠法令
　　　　　等

自治事務　 法定受託事務



５．評価（CHECK)

６．今後の方向性（ACTION)

　　現状のまま継続　

　　見直しの上で継続 　  拡充又は重点化　　  手段等の改善　

　　終期の設定 　  効率化　　　　　　 　　 簡素化・縮小　

　　終了 （平成23年度に終了予定） 　  統合化　　　　 　　　　 その他　

　　休止

　　廃止

［今後の方向性についての具体的な考え方等］

有効性

（事業の実施により目的がどれだけ達成されているか。）

　　達成されている　　　　　　　　　　　　　　　　ほぼ達成されている

　　あまり達成されていない　　　　 　　　 　　達成されていない

　  事業の進め方に改善が必要

　  事業の抜本的見直しや廃止が必要　

　  計画どおり事業を進めることが適当　　　　　　　　　　　　　　　　　

妥当性

（実施主体の妥当性を評価し、目的達成のための実施手法が妥当であるか。）

　　妥当である　　　　　　　　　　　　　　 　　ほぼ妥当である　

　　あまり妥当でない　　　　　　　　　　 　　妥当でない　

　区分

対象指標

実績

22年度 23年度

４．指標・実績（CHECK)

単位

指標３

指標１

計画

21年度

実績 計画

活動指標

指標１

成果指標

指標２

指標３

指標２

指標３

指標１

指標２

項目別
評価

必要性

（時代適応性、公共性、廃止の影響等を鑑みて事業が必要であるか。）

効率性

（どれだけ経費を掛けて、どれだけ事業が実施できたか。）

　　ほぼ効率的である

　　効率性が低い　

　　効率的である　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　やや効率性が低い　　　　　　　　　　　　　　

　　ほぼ必要である　

今後の
方向性

総合評価
　  事業規模や内容の見直しが必要　　　　　　　　　　　　　　

事業を取りまく
社会環境の状況

これまでの見直しや
改善等の経過

　　必要でない　

　　必要である　　　　　　　　　　　　　　

　　あまり必要でない　　　　　　　　　　



     　　 　　　 　　　

千円

人

千円

千円

千円

事務事業評価シート

整理番号

［平成２２年度事後評価］

１．事業の概要（PLAN)

所属長 染谷卓勇所　属 学校教育課

平成24年1月17日記入日

中項目

大項目（節）

1000355 各種負担金及び補助事業

心豊かな人間性を育む教育環境づくり

義務教育

総合計画
における
位置づけ

基本目標（章）

小項目（施策）

豊かなこころをはぐくむまちづくり

教育内容の充実

事 業 名

非常勤職員報酬

2,461

0人件費           　　　　※ 0

２．事務事業の目的（DO)

事業の推進を図る

負担金を支出する

３．経費（DO)

単位
23年度

成　果
（どのような成果を
　　　　　　得るために）

※1人当たり平均人件費7,000千円で積算

従事職員数

対　象
（誰を何を対象として）

各種団体等

意　図
（何を目指して
　　　　　　　いるのか）

手　段
（どのようなやり方で）

計画

21年度

実績 計画 実績

22年度

事業費合計

2,461 2,414 2,397

0 0

直接経費

2,461 2,414 2,397 2,461

その他

事業概要 各種団体等の事業を推進する

区分

根拠法令
　　　　　等

自治事務　 法定受託事務



５．評価（CHECK)

６．今後の方向性（ACTION)

　　現状のまま継続　

　　見直しの上で継続 　  拡充又は重点化　　  手段等の改善　

　　終期の設定 　  効率化　　　　　　 　　 簡素化・縮小　

　　終了 （平成23年度に終了予定） 　  統合化　　　　 　　　　 その他　

　　休止

　　廃止

［今後の方向性についての具体的な考え方等］

有効性

（事業の実施により目的がどれだけ達成されているか。）

　　達成されている　　　　　　　　　　　　　　　　ほぼ達成されている

　　あまり達成されていない　　　　 　　　 　　達成されていない

　  事業の進め方に改善が必要

　  事業の抜本的見直しや廃止が必要　

　  計画どおり事業を進めることが適当　　　　　　　　　　　　　　　　　

妥当性

（実施主体の妥当性を評価し、目的達成のための実施手法が妥当であるか。）

　　妥当である　　　　　　　　　　　　　　 　　ほぼ妥当である　

　　あまり妥当でない　　　　　　　　　　 　　妥当でない　

　区分

対象指標

実績

22年度 23年度

４．指標・実績（CHECK)

単位

指標３

指標１

計画

21年度

実績 計画

活動指標

指標１

成果指標

指標２

指標３

指標２

指標３

指標１

指標２

項目別
評価

必要性

（時代適応性、公共性、廃止の影響等を鑑みて事業が必要であるか。）

効率性

（どれだけ経費を掛けて、どれだけ事業が実施できたか。）

　　ほぼ効率的である

　　効率性が低い　

　　効率的である　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　やや効率性が低い　　　　　　　　　　　　　　

　　ほぼ必要である　

今後の
方向性

総合評価
　  事業規模や内容の見直しが必要　　　　　　　　　　　　　　

事業を取りまく
社会環境の状況

これまでの見直しや
改善等の経過

　　必要でない　

　　必要である　　　　　　　　　　　　　　

　　あまり必要でない　　　　　　　　　　



     　　 　　　 　　　

千円

人

千円

千円

千円

事務事業評価シート

整理番号

［平成２２年度事後評価］

１．事業の概要（PLAN)

所属長 染谷卓勇所　属 学校教育課

平成24年1月17日記入日

中項目

大項目（節）

1000556 生徒指導及び教育振興事業

心豊かな人間性を育む教育環境づくり

義務教育

総合計画
における
位置づけ

基本目標（章）

小項目（施策）

豊かなこころをはぐくむまちづくり

教育内容の充実

事 業 名

非常勤職員報酬

16,281

0人件費           　　　　※ 0

２．事務事業の目的（DO)

きめ細やかな指導を行い，より効果的な授業を行う。また，一般社会人を一時的
に講師として依頼し，地域の教育力を生かした開かれた学校経営に取り組む。

３．経費（DO)

単位
23年度

成　果
（どのような成果を
　　　　　　得るために）

※1人当たり平均人件費7,000千円で積算

従事職員数

対　象
（誰を何を対象として）

介護を必要とする児童生徒がいるクラスに教員資格をもった臨時職員を配置

意　図
（何を目指して
　　　　　　　いるのか）

手　段
（どのようなやり方で）

計画

21年度

実績 計画 実績

22年度

事業費合計

16,281 16,281 15,271

0 0

直接経費

16,281 16,281 15,271 16,281

その他

事業概要 学習指導の充実及び改善

区分

根拠法令
　　　　　等

自治事務　 法定受託事務



５．評価（CHECK)

６．今後の方向性（ACTION)

　　現状のまま継続　

　　見直しの上で継続 　  拡充又は重点化　　  手段等の改善　

　　終期の設定 　  効率化　　　　　　 　　 簡素化・縮小　

　　終了 （平成23年度に終了予定） 　  統合化　　　　 　　　　 その他　

　　休止

　　廃止

［今後の方向性についての具体的な考え方等］

有効性

（事業の実施により目的がどれだけ達成されているか。）

　　達成されている　　　　　　　　　　　　　　　　ほぼ達成されている

　　あまり達成されていない　　　　 　　　 　　達成されていない

　  事業の進め方に改善が必要

　  事業の抜本的見直しや廃止が必要　

　  計画どおり事業を進めることが適当　　　　　　　　　　　　　　　　　

妥当性

（実施主体の妥当性を評価し、目的達成のための実施手法が妥当であるか。）

　　妥当である　　　　　　　　　　　　　　 　　ほぼ妥当である　

　　あまり妥当でない　　　　　　　　　　 　　妥当でない　

　区分

対象指標

実績

22年度 23年度

４．指標・実績（CHECK)

単位

指標３

指標１

計画

21年度

実績 計画

活動指標

指標１

成果指標

指標２

指標３

指標２

指標３

指標１

指標２

項目別
評価

必要性

（時代適応性、公共性、廃止の影響等を鑑みて事業が必要であるか。）

効率性

（どれだけ経費を掛けて、どれだけ事業が実施できたか。）

　　ほぼ効率的である

　　効率性が低い　

　　効率的である　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　やや効率性が低い　　　　　　　　　　　　　　

　　ほぼ必要である　

今後の
方向性

総合評価
　  事業規模や内容の見直しが必要　　　　　　　　　　　　　　

事業を取りまく
社会環境の状況

これまでの見直しや
改善等の経過

　　必要でない　

　　必要である　　　　　　　　　　　　　　

　　あまり必要でない　　　　　　　　　　



     　　 　　　 　　　

千円

人

千円

千円

千円

区分

根拠法令
　　　　　等

自治事務　 法定受託事務 その他

事業概要
不登校をはじめ，学校で不適応を起こしている児童生徒を対象に教育相談・適応指導をす
ることにより，学校生活への復帰を支援する。

3,592 3,592 3,534 3,592事業費合計

3,592 3,592 3,534

0 0

直接経費

計画

21年度

実績 計画 実績

22年度

対　象
（誰を何を対象として）

不登校をはじめ，学校で不適応を起こしている児童生徒

意　図
（何を目指して
　　　　　　　いるのか）

手　段
（どのようなやり方で）

成　果
（どのような成果を
　　　　　　得るために）

※1人当たり平均人件費7,000千円で積算

従事職員数

２．事務事業の目的（DO)

教育相談・適応指導をすることにより，学校生活への復帰を支援する。

教育相談・適応指導

不登校をはじめ，学校で不適応を起こしている児童生徒の学校への復帰。

３．経費（DO)

単位
23年度

事 業 名

非常勤職員報酬

3,592

0人件費           　　　　※ 0

総合計画
における
位置づけ

基本目標（章）

小項目（施策）

豊かなこころをはぐくむまちづくり

心の教育の充実

平成24年1月17日記入日

中項目

大項目（節）

1000739 フレンドスクール教室事業

心豊かな人間性を育む教育環境づくり

義務教育

事務事業評価シート

整理番号

［平成２２年度事後評価］

１．事業の概要（PLAN)

所属長 染谷卓勇所　属 学校教育課



人

人

人

件

人

５．評価（CHECK)

６．今後の方向性（ACTION)

　　現状のまま継続　

　　見直しの上で継続 　  拡充又は重点化　　  手段等の改善　

　　終期の設定 　  効率化　　　　　　 　　 簡素化・縮小　

　　終了 （平成23年度に終了予定） 　  統合化　　　　 　　　　 その他　

　　休止

　　廃止

［今後の方向性についての具体的な考え方等］

事業を取りまく
社会環境の状況

これまでの見直しや
改善等の経過

少子化・国際化・情報化をはじめ，価値観の多様化・社会情勢が急激に変化し，
生活環境の変化・核家族化が年々進み，児童生徒を取り巻く状況にも様々な変
化生じてきており，不登校児童生徒が増加の傾向にある。

　　必要でない　

　　必要である　　　　　　　　　　　　　　

　　あまり必要でない　　　　　　　　　　

相談件数の増加・不登校児童生徒の増加により，担当者一人では対応が難しくなってきているので，担
当者を増員する方向で考える。

今後の
方向性

総合評価
　  事業規模や内容の見直しが必要　　　　　　　　　　　　　　

項目別
評価

必要性

（時代適応性、公共性、廃止の影響等を鑑みて事業が必要であるか。）

効率性

（どれだけ経費を掛けて、どれだけ事業が実施できたか。）

　　ほぼ効率的である

　　効率性が低い　

　　効率的である　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　やや効率性が低い　　　　　　　　　　　　　　

　　ほぼ必要である　

55 5 3

2,500

216 200 219 200

2,872 2,500 3,171

810 774 774 788

1,573 1,560 1,560 1,492児童数

生徒数

指標１

指標２

活動指標

指標１

成果指標

指標２

指標３

指標２

指標３

相談者数

相談件数

学校復帰生徒数

指標３

指標１

計画

21年度

実績 計画

対象指標

実績

22年度 23年度

４．指標・実績（CHECK)

単位　区分

妥当性

（実施主体の妥当性を評価し、目的達成のための実施手法が妥当であるか。）

　　妥当である　　　　　　　　　　　　　　 　　ほぼ妥当である　

　　あまり妥当でない　　　　　　　　　　 　　妥当でない　

有効性

（事業の実施により目的がどれだけ達成されているか。）

　　達成されている　　　　　　　　　　　　　　　　ほぼ達成されている

　　あまり達成されていない　　　　 　　　 　　達成されていない

　  事業の進め方に改善が必要

　  事業の抜本的見直しや廃止が必要　

　  計画どおり事業を進めることが適当　　　　　　　　　　　　　　　　　



     　　 　　　 　　　

千円

人

千円

千円

千円

事務事業評価シート

整理番号

［平成２２年度事後評価］

１．事業の概要（PLAN)

所属長 染谷卓勇所　属 学校教育課

平成24年1月17日記入日

中項目

大項目（節）

1000785 指導主事設置事業

心豊かな人間性を育む教育環境づくり

義務教育

総合計画
における
位置づけ

基本目標（章）

小項目（施策）

豊かなこころをはぐくむまちづくり

教育内容の充実

事 業 名

非常勤職員報酬

11,033

1.0

7,000人件費           　　　　※ 7,000

２．事務事業の目的（DO)

学校を訪問し，教育課程が適切に行われているかの把握・指導・助言をする。

学校訪問による学校運営・学習指導・研究推進等助言指導・計画訪問等

学校教育の充実

３．経費（DO)

単位
23年度

成　果
（どのような成果を
　　　　　　得るために）

※1人当たり平均人件費7,000千円で積算

従事職員数

対　象
（誰を何を対象として）

教職員（校長・教頭・教員）

意　図
（何を目指して
　　　　　　　いるのか）

手　段
（どのようなやり方で）

計画

21年度

実績 計画 実績

22年度

事業費合計

11,033 11,033 10,192

1.0 1.0 1.0

7,000 7,000

直接経費

18,033 18,033 17,192 18,033

その他

地方自治法第２５２条の１７第１項

事業概要
県派遣指導主事を配置し，教職員の指導力の向上を図ることで児童生徒の学力向上を推
進する。

区分

根拠法令
　　　　　等

自治事務　 法定受託事務



人

人

校

校

人

人

５．評価（CHECK)

６．今後の方向性（ACTION)

　　現状のまま継続　

　　見直しの上で継続 　  拡充又は重点化　　  手段等の改善　

　　終期の設定 　  効率化　　　　　　 　　 簡素化・縮小　

　　終了 （平成23年度に終了予定） 　  統合化　　　　 　　　　 その他　

　　休止

　　廃止

［今後の方向性についての具体的な考え方等］

有効性

（事業の実施により目的がどれだけ達成されているか。）

　　達成されている　　　　　　　　　　　　　　　　ほぼ達成されている

　　あまり達成されていない　　　　 　　　 　　達成されていない

　  事業の進め方に改善が必要

　  事業の抜本的見直しや廃止が必要　

　  計画どおり事業を進めることが適当　　　　　　　　　　　　　　　　　

妥当性

（実施主体の妥当性を評価し、目的達成のための実施手法が妥当であるか。）

　　妥当である　　　　　　　　　　　　　　 　　ほぼ妥当である　

　　あまり妥当でない　　　　　　　　　　 　　妥当でない　

　区分

対象指標

実績

22年度 23年度

４．指標・実績（CHECK)

単位

指標３

指標１

計画

21年度

実績 計画

小学校数

中学校数

指導した小学校教員数

活動指標

指標１

成果指標

指標２

指標３

指標２

指標３

指導した中学校教員数

小学校教員数

中学校教員数

指標１

指標２

98 104 104 103

61 65 65 65

2

5 5 5 5

2 2 2

10398 104 104

61 65 65 65

項目別
評価

必要性

（時代適応性、公共性、廃止の影響等を鑑みて事業が必要であるか。）

効率性

（どれだけ経費を掛けて、どれだけ事業が実施できたか。）

　　ほぼ効率的である

　　効率性が低い　

　　効率的である　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　やや効率性が低い　　　　　　　　　　　　　　

　　ほぼ必要である　

指導主事の業務の実態を把握し，町職員との仕事の分担を見直し，指導主事としての職務を効果的に
行えるようにする。

今後の
方向性

一般事務の軽量化を図り，学校を訪問し，学習指導要領が実施されているのか
のチェック・指導，また，教員の相談相手としての役割など，本来の指導主事とし
ての役割を十分発揮できるようにする。

総合評価
　  事業規模や内容の見直しが必要　　　　　　　　　　　　　　

事業を取りまく
社会環境の状況

これまでの見直しや
改善等の経過

　　必要でない　

　　必要である　　　　　　　　　　　　　　

　　あまり必要でない　　　　　　　　　　



     　　 　　　 　　　

千円

人

千円

千円

千円

区分

根拠法令
　　　　　等

自治事務　 法定受託事務 その他

学校活性化支援事業費補助金交付要項

事業概要
国の少人数指導加配や小規模校加配のない小中学校に対し，学校活性化支援事業による
ＴＴ非常勤講師を配置し，ティーム・ティーチングによるきめ細かな学習指導を行う。

14,435 14,435 10,811 14,435事業費合計

7,435 7,435 3,811

1.0 1.0 1.0

7,000 7,000

直接経費

計画

21年度

実績 計画 実績

22年度

対　象
（誰を何を対象として）

児童

意　図
（何を目指して
　　　　　　　いるのか）

手　段
（どのようなやり方で）

成　果
（どのような成果を
　　　　　　得るために）

※1人当たり平均人件費7,000千円で積算

従事職員数

２．事務事業の目的（DO)

きめ細かな指導を行い，より効果的な授業を行う。

長田小学校及び静小学校にそれぞれ一名のＴＴ非常勤講師を配置

学力向上

３．経費（DO)

単位
23年度

事 業 名

非常勤職員報酬

7,435

1.0

7,000人件費           　　　　※ 7,000

総合計画
における
位置づけ

基本目標（章）

小項目（施策）

豊かなこころをはぐくむまちづくり

教育内容の充実

平成24年1月17日記入日

中項目

大項目（節）

831 ＴＴ非常勤講師配置事業

心豊かな人間性を育む教育環境づくり

義務教育

事務事業評価シート

整理番号

［平成２２年度事後評価］

１．事業の概要（PLAN)

所属長 染谷卓勇所　属 学校教育課



人

人

時間

５．評価（CHECK)

６．今後の方向性（ACTION)

　　現状のまま継続　

　　見直しの上で継続 　  拡充又は重点化　　  手段等の改善　

　　終期の設定 　  効率化　　　　　　 　　 簡素化・縮小　

　　終了 （平成23年度に終了予定） 　  統合化　　　　 　　　　 その他　

　　休止

　　廃止

［今後の方向性についての具体的な考え方等］

事業を取りまく
社会環境の状況

これまでの見直しや
改善等の経過

国の緊急雇用創出特別交付金を活用して開始され，平成17年度から県の補助
事業（経費の１／２が町費）により実施している。

　　必要でない　

　　必要である　　　　　　　　　　　　　　

　　あまり必要でない　　　　　　　　　　

今後の
方向性

「ＴＴ特別配置事業」は平成21年度を以って廃止され，「学校活性化支援事業」と
して同様の活動が行われることとなった。

総合評価
　  事業規模や内容の見直しが必要　　　　　　　　　　　　　　

項目別
評価

必要性

（時代適応性、公共性、廃止の影響等を鑑みて事業が必要であるか。）

効率性

（どれだけ経費を掛けて、どれだけ事業が実施できたか。）

　　ほぼ効率的である

　　効率性が低い　

　　効率的である　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　やや効率性が低い　　　　　　　　　　　　　　

　　ほぼ必要である　

2,1002,100 2,100 2,100

2 2 2 2

810 774 774 788児童生徒数指標１

指標２

活動指標

指標１

成果指標

指標２

指標３

指標２

指標３

ＴＴ非常勤講師

ＴＴにより指導を行った時間数

指標３

指標１

計画

21年度

実績 計画

対象指標

実績

22年度 23年度

４．指標・実績（CHECK)

単位　区分

妥当性

（実施主体の妥当性を評価し、目的達成のための実施手法が妥当であるか。）

　　妥当である　　　　　　　　　　　　　　 　　ほぼ妥当である　

　　あまり妥当でない　　　　　　　　　　 　　妥当でない　

有効性

（事業の実施により目的がどれだけ達成されているか。）

　　達成されている　　　　　　　　　　　　　　　　ほぼ達成されている

　　あまり達成されていない　　　　 　　　 　　達成されていない

　  事業の進め方に改善が必要

　  事業の抜本的見直しや廃止が必要　

　  計画どおり事業を進めることが適当　　　　　　　　　　　　　　　　　



     　　 　　　 　　　

千円

人

千円

千円

千円

事務事業評価シート

整理番号

［平成２２年度事後評価］

１．事業の概要（PLAN)

所属長 染谷卓勇所　属 学校教育課

平成24年1月17日記入日

中項目

大項目（節）

1000356 学校医等設置事業

心豊かな人間性を育む教育環境づくり

義務教育

総合計画
における
位置づけ

基本目標（章）

小項目（施策）

豊かなこころをはぐくむまちづくり

教育環境の充実

事 業 名

非常勤職員報酬

3,495

0人件費           　　　　※ 0

２．事務事業の目的（DO)

児童の健康状態の把握

内科検診及び歯科検診の実施

健康状態に応じて適正な保健指導を行う。

３．経費（DO)

単位
23年度

成　果
（どのような成果を
　　　　　　得るために）

※1人当たり平均人件費7,000千円で積算

従事職員数

対　象
（誰を何を対象として）

小学校全児童

意　図
（何を目指して
　　　　　　　いるのか）

手　段
（どのようなやり方で）

計画

21年度

実績 計画 実績

22年度

事業費合計

3,495 3,495 3,027

0 0

直接経費

3,495 3,495 3,027 3,495

その他

学校保健安全法

事業概要 児童・教職員の健康管理

区分

根拠法令
　　　　　等

自治事務　 法定受託事務



人

人

人

人

％

５．評価（CHECK)

６．今後の方向性（ACTION)

　　現状のまま継続　

　　見直しの上で継続 　  拡充又は重点化　　  手段等の改善　

　　終期の設定 　  効率化　　　　　　 　　 簡素化・縮小　

　　終了 （平成23年度に終了予定） 　  統合化　　　　 　　　　 その他　

　　休止

　　廃止

［今後の方向性についての具体的な考え方等］

有効性

（事業の実施により目的がどれだけ達成されているか。）

　　達成されている　　　　　　　　　　　　　　　　ほぼ達成されている

　　あまり達成されていない　　　　 　　　 　　達成されていない

　  事業の進め方に改善が必要

　  事業の抜本的見直しや廃止が必要　

　  計画どおり事業を進めることが適当　　　　　　　　　　　　　　　　　

妥当性

（実施主体の妥当性を評価し、目的達成のための実施手法が妥当であるか。）

　　妥当である　　　　　　　　　　　　　　 　　ほぼ妥当である　

　　あまり妥当でない　　　　　　　　　　 　　妥当でない　

　区分

対象指標

実績

22年度 23年度

４．指標・実績（CHECK)

単位

指標３

指標１

計画

21年度

実績 計画

就学予定児童

小学校在学児童数

健康診断率

活動指標

指標１

成果指標

指標２

指標３

指標２

指標３

就学予定児童

小学校在学児童数

指標１

指標２

246 224 224 249

1,573 1,560 1,560 1,492

1,492

246 224 224 249

1,573 1,560 1,560

100100 100 100

項目別
評価

必要性

（時代適応性、公共性、廃止の影響等を鑑みて事業が必要であるか。）

効率性

（どれだけ経費を掛けて、どれだけ事業が実施できたか。）

　　ほぼ効率的である

　　効率性が低い　

　　効率的である　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　やや効率性が低い　　　　　　　　　　　　　　

　　ほぼ必要である　

児童の健康のために学校保健安全法に基づき設置されたものであり，今後も継続して設置していく。

今後の
方向性

総合評価
　  事業規模や内容の見直しが必要　　　　　　　　　　　　　　

事業を取りまく
社会環境の状況

これまでの見直しや
改善等の経過

　　必要でない　

　　必要である　　　　　　　　　　　　　　

　　あまり必要でない　　　　　　　　　　



     　　 　　　 　　　

千円

人

千円

千円

千円

区分

根拠法令
　　　　　等

自治事務　 法定受託事務 その他

事業概要 学校運営に関する管理事務の推進

58,358 57,912 56,105 58,358事業費合計

37,358 36,912 35,105

3.0 3.0 3.0

21,000 21,000

直接経費

計画

21年度

実績 計画 実績

22年度

対　象
（誰を何を対象として）

小学校

意　図
（何を目指して
　　　　　　　いるのか）

手　段
（どのようなやり方で）

成　果
（どのような成果を
　　　　　　得るために）

※1人当たり平均人件費7,000千円で積算

従事職員数

２．事務事業の目的（DO)

学校運営に関する管理事務の推進

学校から決議票（請求書）を委員会へ提出，その後処理をする。

学校管理事務費の予算内での執行

３．経費（DO)

単位
23年度

事 業 名

非常勤職員報酬

37,358

3.0

21,000人件費           　　　　※ 21,000

総合計画
における
位置づけ

基本目標（章）

小項目（施策）

豊かなこころをはぐくむまちづくり

教育環境の充実

平成24年1月17日記入日

中項目

大項目（節）

1000358 学校管理事務事業

心豊かな人間性を育む教育環境づくり

義務教育

事務事業評価シート

整理番号

［平成２２年度事後評価］

１．事業の概要（PLAN)

所属長 染谷卓勇所　属 学校教育課



校

校

人

円

台

円

５．評価（CHECK)

６．今後の方向性（ACTION)

　　現状のまま継続　

　　見直しの上で継続 　  拡充又は重点化　　  手段等の改善　

　　終期の設定 　  効率化　　　　　　 　　 簡素化・縮小　

　　終了 （平成23年度に終了予定） 　  統合化　　　　 　　　　 その他　

　　休止

　　廃止

［今後の方向性についての具体的な考え方等］

事業を取りまく
社会環境の状況

これまでの見直しや
改善等の経過

物品価格の値上がり，役場職員の人員削減等もあり，用務員についても退職者
の補充は臨時職員での対応となってきている。

　　必要でない　

　　必要である　　　　　　　　　　　　　　

　　あまり必要でない　　　　　　　　　　

今後も予算配当については流用等を少なくし，余分な経費が出ないよう，学校との調整を図っていきた
い。

今後の
方向性

学校への配当予算は流用等が減少するよう，また，余分な経費が出ないよう，
全体の配当額は増減のないよう，学校と調整を図りながら配当先の予算額を決
めている。

総合評価
　  事業規模や内容の見直しが必要　　　　　　　　　　　　　　

項目別
評価

必要性

（時代適応性、公共性、廃止の影響等を鑑みて事業が必要であるか。）

効率性

（どれだけ経費を掛けて、どれだけ事業が実施できたか。）

　　ほぼ効率的である

　　効率性が低い　

　　効率的である　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　やや効率性が低い　　　　　　　　　　　　　　

　　ほぼ必要である　

1,677,000 1,677,000 1,677,000

11

9,608,000 9,608,000 9,742,000

11 11

1

5 5 5

1 1

5 5 5学校数

コピー機･印刷機リース該当校

指標１

指標２

活動指標

臨時職員賃金報償費

指標１

成果指標

指標２

指標３

指標２

指標３

学校用務員臨時職員

配当予算額

コピー機･印刷機台数

指標３

指標１

計画

21年度

実績 計画

対象指標

実績

22年度 23年度

４．指標・実績（CHECK)

単位　区分

妥当性

（実施主体の妥当性を評価し、目的達成のための実施手法が妥当であるか。）

　　妥当である　　　　　　　　　　　　　　 　　ほぼ妥当である　

　　あまり妥当でない　　　　　　　　　　 　　妥当でない　

有効性

（事業の実施により目的がどれだけ達成されているか。）

　　達成されている　　　　　　　　　　　　　　　　ほぼ達成されている

　　あまり達成されていない　　　　 　　　 　　達成されていない

　  事業の進め方に改善が必要

　  事業の抜本的見直しや廃止が必要　

　  計画どおり事業を進めることが適当　　　　　　　　　　　　　　　　　



     　　 　　　 　　　

千円

人

千円

千円

千円

事務事業評価シート

整理番号

［平成２２年度事後評価］

１．事業の概要（PLAN)

所属長 染谷卓勇所　属 学校教育課

平成24年1月17日記入日

中項目

大項目（節）

1000359 スクールバス運行事業

心豊かな人間性を育む教育環境づくり

義務教育

総合計画
における
位置づけ

基本目標（章）

小項目（施策）

豊かなこころをはぐくむまちづくり

教育環境の充実

事 業 名

非常勤職員報酬

11,025

0人件費           　　　　※ 0

２．事務事業の目的（DO)

児童の登下校時の安全確保

スクールバスを運行

児童の安全確保

３．経費（DO)

単位
23年度

成　果
（どのような成果を
　　　　　　得るために）

※1人当たり平均人件費7,000千円で積算

従事職員数

対　象
（誰を何を対象として）

猿島地区及び静地区の一部の地域の児童（1年生～3年生）

意　図
（何を目指して
　　　　　　　いるのか）

手　段
（どのようなやり方で）

計画

21年度

実績 計画 実績

22年度

事業費合計

11,025 5,580 5,579

0 0

直接経費

11,025 5,580 5,579 11,025

その他

事業概要
猿島地区及び静地区の一部の地域にスクールバスを運行し，児童（1年生～3年生）の登下
校時の安全確保に努める。

区分

根拠法令
　　　　　等

自治事務　 法定受託事務



校

人

人

台

台

５．評価（CHECK)

６．今後の方向性（ACTION)

　　現状のまま継続　

　　見直しの上で継続 　  拡充又は重点化　　  手段等の改善　

　　終期の設定 　  効率化　　　　　　 　　 簡素化・縮小　

　　終了 （平成23年度に終了予定） 　  統合化　　　　 　　　　 その他　

　　休止

　　廃止

［今後の方向性についての具体的な考え方等］

有効性

（事業の実施により目的がどれだけ達成されているか。）

　　達成されている　　　　　　　　　　　　　　　　ほぼ達成されている

　　あまり達成されていない　　　　 　　　 　　達成されていない

　  事業の進め方に改善が必要

　  事業の抜本的見直しや廃止が必要　

　  計画どおり事業を進めることが適当　　　　　　　　　　　　　　　　　

妥当性

（実施主体の妥当性を評価し、目的達成のための実施手法が妥当であるか。）

　　妥当である　　　　　　　　　　　　　　 　　ほぼ妥当である　

　　あまり妥当でない　　　　　　　　　　 　　妥当でない　

　区分

対象指標

実績

22年度 23年度

４．指標・実績（CHECK)

単位

指標３

指標１

計画

21年度

実績 計画

静小児童数

猿島小

静小活動指標

指標１

成果指標

指標２

指標３

指標２

指標３

学校数

猿島小児童数

指標１

指標２

2 2 2

18

49 49 47

21 21

1

2 2 2

1 1

項目別
評価

必要性

（時代適応性、公共性、廃止の影響等を鑑みて事業が必要であるか。）

効率性

（どれだけ経費を掛けて、どれだけ事業が実施できたか。）

　　ほぼ効率的である

　　効率性が低い　

　　効率的である　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　やや効率性が低い　　　　　　　　　　　　　　

　　ほぼ必要である　

低学年（1年～3年）児童が安心して登下校できるよう，今後も継続していく。

今後の
方向性

例年継続して事業を実施している。

総合評価
　  事業規模や内容の見直しが必要　　　　　　　　　　　　　　

事業を取りまく
社会環境の状況

これまでの見直しや
改善等の経過

児童数は減少傾向にある中，各地で不審者等の出没事案が発生している。

　　必要でない　

　　必要である　　　　　　　　　　　　　　

　　あまり必要でない　　　　　　　　　　



     　　 　　　 　　　

千円

人

千円

千円

千円

区分

根拠法令
　　　　　等

自治事務　 法定受託事務 その他

地方自治法施行令（第167条の2第1項第5号）

事業概要 机・椅子などの管理備品の購入

9,171 8,900 8,897 9,171事業費合計

2,171 1,900 1,897

1.0 1.0 1.0

7,000 7,000

直接経費

計画

21年度

実績 計画 実績

22年度

対　象
（誰を何を対象として）

学校における管理備品

意　図
（何を目指して
　　　　　　　いるのか）

手　段
（どのようなやり方で）

成　果
（どのような成果を
　　　　　　得るために）

※1人当たり平均人件費7,000千円で積算

従事職員数

２．事務事業の目的（DO)

学校における管理備品の整備を行い，教育環境の充実を図る。

学校からの要望備品を種類毎に業者より見積りを徴収する。

各学校間の教育環境の均等性

３．経費（DO)

単位
23年度

事 業 名

非常勤職員報酬

2,171

1.0

7,000人件費           　　　　※ 7,000

総合計画
における
位置づけ

基本目標（章）

小項目（施策）

豊かなこころをはぐくむまちづくり

教育環境の充実

平成24年1月17日記入日

中項目

大項目（節）

1000361 学校管理備品購入事業

心豊かな人間性を育む教育環境づくり

義務教育

事務事業評価シート

整理番号

［平成２２年度事後評価］

１．事業の概要（PLAN)

所属長 染谷卓勇所　属 学校教育課



校

円

％

５．評価（CHECK)

６．今後の方向性（ACTION)

　　現状のまま継続　

　　見直しの上で継続 　  拡充又は重点化　　  手段等の改善　

　　終期の設定 　  効率化　　　　　　 　　 簡素化・縮小　

　　終了 （平成23年度に終了予定） 　  統合化　　　　 　　　　 その他　

　　休止

　　廃止

［今後の方向性についての具体的な考え方等］

事業を取りまく
社会環境の状況

これまでの見直しや
改善等の経過

物品価格の上昇・ＰＣ類の普及

　　必要でない　

　　必要である　　　　　　　　　　　　　　

　　あまり必要でない　　　　　　　　　　

現在では物品価格の値上がりがある中，ＰＣ類の普及が多くなり，ＩＣＴ関係の備品の要望が増加してい
るが今後も予算内での執行を図りたい。

今後の
方向性

学校におけるＰＣ関係の不足分等の購入が増加傾向にある。

総合評価
　  事業規模や内容の見直しが必要　　　　　　　　　　　　　　

項目別
評価

必要性

（時代適応性、公共性、廃止の影響等を鑑みて事業が必要であるか。）

効率性

（どれだけ経費を掛けて、どれだけ事業が実施できたか。）

　　ほぼ効率的である

　　効率性が低い　

　　効率的である　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　やや効率性が低い　　　　　　　　　　　　　　

　　ほぼ必要である　

100100 100

1,846,282 1,896,725 2,102,844

5 5 5学校数指標１

指標２

活動指標

指標１

成果指標

指標２

指標３

指標２

指標３

学校へ整備した備品の総額

学校から要望があったものの達成率

指標３

指標１

計画

21年度

実績 計画

対象指標

実績

22年度 23年度

４．指標・実績（CHECK)

単位　区分

妥当性

（実施主体の妥当性を評価し、目的達成のための実施手法が妥当であるか。）

　　妥当である　　　　　　　　　　　　　　 　　ほぼ妥当である　

　　あまり妥当でない　　　　　　　　　　 　　妥当でない　

有効性

（事業の実施により目的がどれだけ達成されているか。）

　　達成されている　　　　　　　　　　　　　　　　ほぼ達成されている

　　あまり達成されていない　　　　 　　　 　　達成されていない

　  事業の進め方に改善が必要

　  事業の抜本的見直しや廃止が必要　

　  計画どおり事業を進めることが適当　　　　　　　　　　　　　　　　　



     　　 　　　 　　　

千円

人

千円

千円

千円

事務事業評価シート

整理番号

［平成２２年度事後評価］

１．事業の概要（PLAN)

所属長 染谷卓勇所　属 学校教育課

平成24年1月17日記入日

中項目

大項目（節）

1000362 児童・教員健康診断事業

心豊かな人間性を育む教育環境づくり

義務教育

総合計画
における
位置づけ

基本目標（章）

小項目（施策）

豊かなこころをはぐくむまちづくり

教育環境の充実

事 業 名

非常勤職員報酬

2,582

1.0

7,000人件費           　　　　※ 7,000

２．事務事業の目的（DO)

健康状態の把握

委託による内科検診の実施

児童及び教職員の健康状態を把握し，円滑な学校生活の確保

３．経費（DO)

単位
23年度

成　果
（どのような成果を
　　　　　　得るために）

※1人当たり平均人件費7,000千円で積算

従事職員数

対　象
（誰を何を対象として）

小学校全児童及び教職員

意　図
（何を目指して
　　　　　　　いるのか）

手　段
（どのようなやり方で）

計画

21年度

実績 計画 実績

22年度

事業費合計

2,582 2,582 2,027

1.0 1.0 1.0

7,000 7,000

直接経費

9,582 9,582 9,027 9,582

その他

学校保健安全法第１３条，第１５条

事業概要 児童及び教職員の健康状態の把握

区分

根拠法令
　　　　　等

自治事務　 法定受託事務



人

人

人

人

人

％

５．評価（CHECK)

６．今後の方向性（ACTION)

　　現状のまま継続　

　　見直しの上で継続 　  拡充又は重点化　　  手段等の改善　

　　終期の設定 　  効率化　　　　　　 　　 簡素化・縮小　

　　終了 （平成23年度に終了予定） 　  統合化　　　　 　　　　 その他　

　　休止

　　廃止

［今後の方向性についての具体的な考え方等］

有効性

（事業の実施により目的がどれだけ達成されているか。）

　　達成されている　　　　　　　　　　　　　　　　ほぼ達成されている

　　あまり達成されていない　　　　 　　　 　　達成されていない

　  事業の進め方に改善が必要

　  事業の抜本的見直しや廃止が必要　

　  計画どおり事業を進めることが適当　　　　　　　　　　　　　　　　　

妥当性

（実施主体の妥当性を評価し、目的達成のための実施手法が妥当であるか。）

　　妥当である　　　　　　　　　　　　　　 　　ほぼ妥当である　

　　あまり妥当でない　　　　　　　　　　 　　妥当でない　

　区分

対象指標

実績

22年度 23年度

４．指標・実績（CHECK)

単位

指標３

指標１

計画

21年度

実績 計画

児童数

教職員数

検診受診率

活動指標

小児生活習慣病予防健診受診者数

指標１

成果指標

指標２

指標３

指標２

指標３

児童数

教職員数

指標１

指標２

1,573 1,560 1,560 1,492

98 104 104 103

103

1,573 1,560 1,560 1,492

98 104 104

99

255 257 257 261

99 99 99

項目別
評価

必要性

（時代適応性、公共性、廃止の影響等を鑑みて事業が必要であるか。）

効率性

（どれだけ経費を掛けて、どれだけ事業が実施できたか。）

　　ほぼ効率的である

　　効率性が低い　

　　効率的である　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　やや効率性が低い　　　　　　　　　　　　　　

　　ほぼ必要である　

今後も学校保健安全法により実施していく。

今後の
方向性

総合評価
　  事業規模や内容の見直しが必要　　　　　　　　　　　　　　

事業を取りまく
社会環境の状況

これまでの見直しや
改善等の経過

　　必要でない　

　　必要である　　　　　　　　　　　　　　

　　あまり必要でない　　　　　　　　　　



     　　 　　　 　　　

千円

人

千円

千円

千円

区分

根拠法令
　　　　　等

自治事務　 法定受託事務 その他

事業概要
コンピュータ及び周辺機器等の研修会の支援，コンピュータ活用の推進及び授業研究の実
施等

27,604 34,245 24,837 27,604事業費合計

6,604 13,245 3,837

3.0 3.0 3.0

21,000 21,000

直接経費

計画

21年度

実績 計画 実績

22年度

対　象
（誰を何を対象として）

小学生

意　図
（何を目指して
　　　　　　　いるのか）

手　段
（どのようなやり方で）

成　果
（どのような成果を
　　　　　　得るために）

※1人当たり平均人件費7,000千円で積算

従事職員数

２．事務事業の目的（DO)

小学校におけるコンピュータ教育の推進を図る。

コンピュータの操作技能向上のため説明会を実施，また，コンピュータを活用し
た授業研究会を実施する。

コンピュータ等の情報機器の活用を工夫し，子どもたちの新しい学びを得る。

３．経費（DO)

単位
23年度

事 業 名

非常勤職員報酬

6,604

3.0

21,000人件費           　　　　※ 21,000

総合計画
における
位置づけ

基本目標（章）

小項目（施策）

豊かなこころをはぐくむまちづくり

教育内容の充実

平成24年1月17日記入日

中項目

大項目（節）

1000541 教育用（小学校）コンピュータ推進事業

心豊かな人間性を育む教育環境づくり

義務教育

事務事業評価シート

整理番号

［平成２２年度事後評価］

１．事業の概要（PLAN)

所属長 染谷卓勇所　属 学校教育課



５．評価（CHECK)

６．今後の方向性（ACTION)

　　現状のまま継続　

　　見直しの上で継続 　  拡充又は重点化　　  手段等の改善　

　　終期の設定 　  効率化　　　　　　 　　 簡素化・縮小　

　　終了 （平成23年度に終了予定） 　  統合化　　　　 　　　　 その他　

　　休止

　　廃止

［今後の方向性についての具体的な考え方等］

事業を取りまく
社会環境の状況

これまでの見直しや
改善等の経過

現代は情報化社会であり，コンピュータは学校においても必要不可欠な状況で
ある。

　　必要でない　

　　必要である　　　　　　　　　　　　　　

　　あまり必要でない　　　　　　　　　　

今後もコンピュータ機器を使い，効果的な授業への効果的な活用を図る。また，児童の情報モラルの向
上を目指していきたい。

今後の
方向性

総合評価
　  事業規模や内容の見直しが必要　　　　　　　　　　　　　　

項目別
評価

必要性

（時代適応性、公共性、廃止の影響等を鑑みて事業が必要であるか。）

効率性

（どれだけ経費を掛けて、どれだけ事業が実施できたか。）

　　ほぼ効率的である

　　効率性が低い　

　　効率的である　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　やや効率性が低い　　　　　　　　　　　　　　

　　ほぼ必要である　

指標１

指標２

活動指標

指標１

成果指標

指標２

指標３

指標２

指標３

指標３

指標１

計画

21年度

実績 計画

対象指標

実績

22年度 23年度

４．指標・実績（CHECK)

単位　区分

妥当性

（実施主体の妥当性を評価し、目的達成のための実施手法が妥当であるか。）

　　妥当である　　　　　　　　　　　　　　 　　ほぼ妥当である　

　　あまり妥当でない　　　　　　　　　　 　　妥当でない　

有効性

（事業の実施により目的がどれだけ達成されているか。）

　　達成されている　　　　　　　　　　　　　　　　ほぼ達成されている

　　あまり達成されていない　　　　 　　　 　　達成されていない

　  事業の進め方に改善が必要

　  事業の抜本的見直しや廃止が必要　

　  計画どおり事業を進めることが適当　　　　　　　　　　　　　　　　　



     　　 　　　 　　　

千円

人

千円

千円

千円

事務事業評価シート

整理番号

［平成２２年度事後評価］

１．事業の概要（PLAN)

所属長 酒井博司所　属 まちおこし推進室

平成24年1月10日記入日

中項目

大項目（節）

1000740 女性対策事業

男女が共に生き生きと暮らせる社会づくり

男女共同参画の促進

総合計画
における
位置づけ

基本目標（章）

小項目（施策）

豊かなこころをはぐくむまちづくり

「さかい男女共同参画プラン」の推進と見直し

事 業 名

非常勤職員報酬

0

0.0

0

0 0 0

人件費           　　　　※ 0

２．事務事業の目的（DO)

平成16年3月に策定したプランの計画期間終了にともない，新たな課題を踏まえ
ながら「第2次さかい男女共同参画プラン」を策定する。

現行計画の基本構想を前提に，町民意識調査や本町を取り巻く社会情勢の変
化などを踏まえ，基本理念，将来像，基本目標，施策の体系化の見直しを行う。

計画の目的，位置づけ，基本的な考え方など，施策にかかわる基本的な方針を
確認するとともに，庁内の推進体制を整える。

３．経費（DO)

単位
23年度

成　果
（どのような成果を
　　　　　　得るために）

0

※1人当たり平均人件費7,000千円で積算

従事職員数

対　象
（誰を何を対象として）

さかい男女共同参画プラン（平成15年度～平成22年度）

意　図
（何を目指して
　　　　　　　いるのか）

手　段
（どのようなやり方で）

計画

21年度

実績 計画 実績

22年度

事業費合計

0 2,500 1,512

0.0 0.0 0.0

0 0

直接経費

0 2,500 1,512 0

その他

茨城県男女共同参画推進条例（平成13年3月28日茨城県条例第1号）

事業概要
男女が社会の対等な構成員として，自らの意思によって社会のあらゆる分野における活動
に参画する機会が確保され，もって男女が均等に政治的，経済的，社会的及び文化的利益
を享受することができ，かつ共に責任を負うべき社会をつくる。

区分

根拠法令
　　　　　等

自治事務　 法定受託事務



千円

人

人

５．評価（CHECK)

６．今後の方向性（ACTION)

　　現状のまま継続　

　　見直しの上で継続 　  拡充又は重点化　　  手段等の改善　

　　終期の設定 　  効率化　　　　　　 　　 簡素化・縮小　

　　終了 （平成23年度に終了予定） 　  統合化　　　　 　　　　 その他　

　　休止

　　廃止

［今後の方向性についての具体的な考え方等］

有効性

（事業の実施により目的がどれだけ達成されているか。）

　　達成されている　　　　　　　　　　　　　　　　ほぼ達成されている

　　あまり達成されていない　　　　 　　　 　　達成されていない

　  事業の進め方に改善が必要

　  事業の抜本的見直しや廃止が必要　

　  計画どおり事業を進めることが適当　　　　　　　　　　　　　　　　　

妥当性

（実施主体の妥当性を評価し、目的達成のための実施手法が妥当であるか。）

　　妥当である　　　　　　　　　　　　　　 　　ほぼ妥当である　

　　あまり妥当でない　　　　　　　　　　 　　妥当でない　

　区分

対象指標

実績

22年度 23年度

４．指標・実績（CHECK)

単位

指標３

指標１

計画

21年度

実績 計画

活動指標

指標１

成果指標

指標２

指標３

指標２

指標３

指標１

指標２

28 28

20 20

項目別
評価

必要性

（時代適応性、公共性、廃止の影響等を鑑みて事業が必要であるか。）

効率性

（どれだけ経費を掛けて、どれだけ事業が実施できたか。）

　　ほぼ効率的である

　　効率性が低い　

　　効率的である　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　やや効率性が低い　　　　　　　　　　　　　　

　　ほぼ必要である　

第2次プランの策定にともない，今後は平成27年度の計画目標達成のために必要な具体的な取り組み
（施策の方向性）について庁内で確認を行う。

今後の
方向性

平成21年に男女が共に子育て等をしながら働き続けることができる雇用環境を
整備し，仕事と子育ての両立支援等を推進するため「育児・介護休業法」が改正
された。

総合評価
　  事業規模や内容の見直しが必要　　　　　　　　　　　　　　

事業を取りまく
社会環境の状況

これまでの見直しや
改善等の経過

近年の少子高齢化や情報化の急速な進展，価値観やライフスタイルの多様化
等の社会情勢が起こっている中，性別を基にした役割に対する固定的な意識や
習慣，ＤＶやセクシュアルハラスメントといった問題が依然として残っている。

　　必要でない　

　　必要である　　　　　　　　　　　　　　

　　あまり必要でない　　　　　　　　　　




